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何かが違う！ 土砂災害の前兆現象を早期発見へ
～国と日本郵便㈱が勉強会を開催します～

国交省湯沢河川国道事務所では、平成２年より八幡平山系（秋田
側）約５１０km2のエリアについて、国直轄砂防事業として土砂災害対策
を行っています。

局地的な豪雨の増加や約４０年周期で噴火を繰り返している秋田駒
ケ岳（前回の噴火から今年で４３年経過）などの状況も鑑み、より多くの
方々に土砂災害の前兆現象を早期に発見頂く手段の一つとして、国交
省湯沢河川国道事務所長と日本郵便㈱角館郵便局長ほか４局長の
間で、土砂災害防止に関する協力協定書を、昨年８月１日に締結致し
ました。

今般、土砂災害の前兆現象について勉強会を開催し、今後の融雪
期、梅雨期に備えるものです。

■日時：３月１４日（金） １６時～１７時（予定）

■場所：角館郵便局大会議室（２Ｆ）

■参加予定人数：郵便局員２０名

■勉強会の内容：別添次第を参照願います

【参考】

□協定名 ：土砂災害防止に関する角館郵便局、田沢湖郵便局、神代郵便局、

田沢郵便局、田沢湖高原簡易郵便局と国土交通省湯沢河川国道事務所

の協力に係る実施協定

□締結日 ：平成 25 年 8 月 1 日

□協定書の協力内容

・土砂災害関係情報（ポスター、冊子など）の掲出

・各郵便局の外務社員が土砂災害発生時の前兆現象等の情報入手時に国

への通報

・郵便局舎への雨量計設置の協議（設置が必要となった場合）

当事務所ＨＰ URL（http://www.thr.mlit.go.jp/yuzawa/）
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